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令和７年 11 月 砥部町教育委員会 定例会 議事録 

 

日 時 令和７年 11 月 25 日（火）10 時 00 分 

場 所 砥部町中央公民館 2 階 会議室 1 

出 席 者 大 江  章 吾 

篠 原  弘 康 

壽 野  章 子 

佐 川  恵 子 

松 永   泰 

教 育 長 

教育委員 

教育委員 

教育委員 

教育委員 

事 務 局職 員 伊 達  定 真 

山 本  勝 彦 

堀  潤 一 郎 

上 本  隆 弘 

湊 緑 

学校教育課長 

社会教育課長 

子育て支援課長 

社会教育課長補佐 

学校教育課長補佐 

傍 聴 人 ０人 

議 事 の大 要 10 時 00 分、教育長が委員の出席を確認、開会及び会議の成立を宣言。 

会議時間を委員に諮り、12 時までと決定。 

議事録署名人に、佐川委員、壽野委員を指名。 

○前回議事録の報告･承認（10 月定例） 

○教育長報告 

○議事 

 【議案第 39号】 令和７年度砥部町一般会計補正予算（第６号）のうち教

育費に関する意見聴取について 

 
○その他 

 ⑴ 12 月行事予定について 

 ⑵ その他 

 11 時 18 分、教育長が閉会を宣言。 

 

 

日程第 1 前回議事録の報告･承認 

発 信 者 内     容 

湊課長補佐 ○前回議事録について説明 

－質疑なし－ 

≪ 承認 ≫ 
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日程第 2 教育長報告 

所 管 内     容 

学校教育課関係 ⑴ 10 月 28 日に『伊予地区教育委員会連絡協議会研修会』が徳島県松

茂町で行われた。 

⑵ 11 月６日、７日に『愛媛県町教育長会研修会』が松前町で開催さ

れた。 

⑶ 11 月 8 日から 10 日、25 日の間で『愛媛県中学校新人体育大会』

が開催された。結果はご覧のとおり（略）である。 

⑷ 11 月 8 日に『松山南高校砥部分校文化祭』が行われ、私が出席し

た。 

⑸ 11 月 10 日に『愛媛県小学校陸上運動記録会』が開催された。出場

選手等はご覧のとおり（略）である。 

⑹ 11 月 16 日に『えひめ教育の日推進大会』が大洲市で開催された。

私が出席した。 

⑺ 11 月 22 日に『伊予郡市 PTA 活動研究大会』を町文化会館で開催

した。 

社会教育課関係 ⑴ 10 月 25 日に『県民総合文化祭、開会式』が県民文化会館で開催さ

れた。課長が出席した。 

⑵ 10 月 30 日に『愛媛・中央集会』が衆議院第一議員会館で開催され

た。私と課長、職員その他関係者が出席した。 

⑶  11 月 4 日に『人権啓発ポスター選考会』を中央公民館で開催し

た。入賞者は、12 月 6 日の人権のまちづくり集会で表彰される。 

⑷ 11 月 11 日に『愛媛県人権・同和教育研究大会』が県民文化会館

で開催された。 

⑸ 11 月 18 日に『青少年健全育成集会』を町文化会館で開催した。 

中央公民館関係 ⑴ 10 月 25 日第 2 回ふるさと再発見紀行を開催した。内容はご覧の

とおり（略）である。 

⑵ 11 月 15 日から 16 日にかけて、中央公民館・町文化会館で『芸術

文化フェスタ』を開催した。今回は、ハンドメイドマルシェ、キッ

チンカーなど新しい試みを行った。結果はご覧のとおり（略）であ

る。 

ひろた交流センター

関係 

⑴  11 月 2 日に『広田ふるさとフェスタ』をひろた交流センター

で開催した。来場者数は約 2500 人、内容は例年のとおりである。 

 

 



- 3 - 

日程第 3 議事 

発 信 者 内     容 

【議案第 39 号】令和７年度砥部町一般会計補正予算（第６号）のうち教育費に関する意

見聴取について 

伊達課長、堀課長、

山本課長 

○補正予算概要説明。 

（給与改定に伴う人件費の追加、教育総務費、小学校費、中学校費に

ついて）（幼稚園費について）（社会教育費について） 

－質疑なし－ 

≪ 可決 ≫ 

 

 

 

日程第４ その他 

発 信 者 内     容 

（1）12 月行事予定について 

 

壽野委員 

 

 

伊達課長 

 

 

教育長 

○各担当課から、12 月行事予定説明。 

・山村留学センターの 12 月行事で面接予定とあるが、来年度の山村

留学生募集について、料金も値上げしたが何か意見はなかったか。

現在の募集状況も含めて。 

・11 月 21 日の時点で６件募集があった。募集期間は 12 月末までだ 

が、1 月中旬を目途に募集定員（定数 16 名）を満たない場合は追加 

募集を行う予定である。 

・11 月 22 日時点では、7 件の募集があったと聞いている。 

 

発 信 者 内     容 

（2）その他 

 

伊達課長 

 

 

 

 

 

山本課長 

 

 

≪空調整備事業の予算関係について≫ 

・先月の定例教育委員会で空調整備事業の説明をしたが、先般の臨時

議会が開催された際に、急遽、補正予算として計上した。その関係

で、当初予算に計上していた学校トイレ設備改修事業関係経費を削

減した。別件で砥部中学校のチャイムのプログラムタイマーが故障

したため、更新費用を追加計上した。 

≪教育長報告の追加について≫ 

・ひろた交流センター関係の教育長報告で１件追加の報告をしたい。

11 月 15 日に広田地区のレクリエーションバレーボール大会を開催

し、8 地区 10 チーム、約 100 人が参加した。また、芸術文化フェス
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壽野委員 

 

 

 

篠原委員 

伊達課長 

 

 

松永委員 

伊達課長 

松永委員 

教育長 

 

 

 

壽野委員 

 

教育長 

 

壽野委員 

 

 

 

篠原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

タの昨年度との増減については、作品展示数は昨年度より 58 点増

加し 892 点。発表会の参加団体数は昨年度と同じ 25 団体、参加者

数は 30人減の 259人。2日間の観覧者総数は昨年度より増加し 4,241

人であった。 

≪部活動の地域展開について≫ 

・先行して部活動の地域展開を進めているバドミントン部の保護者説

明会があった。急な話で、不安に思っている保護者、学校も対応に

困っているように思われる。教育委員会が方針を打ち出すなどもっ

と介入が必要なのではないか。 

・検討委員会を立ち上げているのではなかったか。 

・学校とは事前に話をしており、保護者に一度相談し、課題となるも

のを洗い出す予定であった。早急なクラブ化は当課として要請はし

ておらず学校と考え方の相違があるようなので、再度協議する。 

・検討委員会の議事録を町ホームページなどに掲載していないのか。 

・挙げていない。現在、検討委員会で計画を作成中である。 

・他市町と同じように情報公開すれば、保護者も安心すると思う。 

・検討委員会を何回か開催しているが、なかなか進んでいない。12 月

末までに具体的な計画を立てて、年明けに検討委員会で意見をまと

めて、同時に１月には保護者向けに説明していくように学校教育課

が主体となって進めている。 

・年明けに検討委員会が意見をまとまる前に、バドミントン部は決め

ていくのか。 

・その辺りは、学校、検討委員会、バドミントン部と情報共有しなけ

ればならない。 

・学校と教育委員会でもっと話し合ってほしい。今は休日だけだが、

将来的に平日も部活動をなくすことになると、全く別のもの（クラ

ブチーム）になる。保護者の負担や将来的なことなど総合的な対応

を考える必要があるのではないか。 

・国から地域展開が発表された段階である程度の負担が発生すること

は理解した上で、取り組まなければならない。地域展開となると、

上手い子や強い子の多くが強いチームに行ってしまうという話もあ

るが、地域展開とは関係なくそのような子は元々クラブチームに所

属しており、大会へのエントリーはクラブ又は砥部中学校でするか

の違いである。仮に保護者会を立ち上げるにしても、現役の保護者

だけにするのか、卒業生の保護者も含めた大きな保護者会とするの

かを考えなければならない。この辺りを詰めていくとなると、だい

ぶ時間がかかると思う。 

・今の部活を全て同じ条件で地域展開することは難しいと考えている
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伊達課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

壽野委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

山本課長 

 

 

 

 

 

篠原委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

壽野委員 

が、出来るだけ生徒・保護者の意見に沿った地域展開を行っていき

たい。教育委員会の動きも遅く、学校等との情報共有もできていな

い現状については反省をし、12 月末には内容のある計画ができるの

ではないかと思う。 

・部活動については今後縮小方向になると想定している。そもそも全

ての種目に専門の教員がいるわけではないので、指導力の確保は不

確定である。専門的に取り組みたい競技があるなら、クラブチーム

等に加入して技術力を高めていく流れになる。今後は、部活動とし

てではなく、コミュニティ活動ができる場に変わることが想定され

る。費用負担については、公平性を確保した対応が必要であると考

えている。 

・ある程度は町の負担すべきものは出てくるので、条件を整えて予算

措置していく。それは計画の中で示していけると思う。 

・方向性を丁寧に説明してもらえると、保護者も安心するのではない

かと思う。話は変わるが、子どもたちが作りたい部活というアンケ

ートの中に「週に１、２回の茶道部があればいい、ポケモンカード

部があればいい」などの面白い意見があった。子どもの居場所づく

りなど広い視野も含めて、もっと話さなければならないと思った。 

・アンケート結果でも分かると思うが、例えば野球部に所属している

子どもが全て野球をしたいわけではなく、他の事も経験をしたいと

考えている。将来の展望を見据え、色々な団体と組んだほうがいい

のかなどを視野に入れて検討している。社会教育の色々な事業もあ

るので、地域展開の中で組み立てられないかと以前から考えている。 

・社会教育課で言うと、スポーツ少年団が関係する。既に小・中学生

を受け入れている団体の意見として、大会を目指すなどの目的がな

いので練習に真剣さが見られない。競技によって、小中学生で広さ

や道具の規格が異なる。保護者の関わり方が難しいなどを言われて

いた。指導者の確保と運営を誰がするかの問題点があり、なかなか

まとまらない。 

・運営をしたい会社はある。ただ慈善事業では難しいので、ある程度

のお金は必要となる。地域展開において結局は誰が運営するかでな

いか。町の取組の遅さは否めないが、慎重にしようとするとそうな

るのかもしれない。町の検討委員会の取組状況は公表したほうがい

い。町だけだと人や運営母体が少ないので難しいと思うが、近隣市

町も含めて取り組めば早く進むのではないか。 

・お金と人が大きな課題としてある。スポーツ少年団は将来の話であ

り、たちまち今をどうするのか。教育委員会がその調整をして舵を

取っていかなければならない。 

・保護者も学校も子どもの意向に沿いたいと思っている。費用が払え
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教育長 

 

 

 

佐川委員 

 

伊達課長 

 

 

 

 

山本課長 

 

 

 

教育長 

山本課長 

 

 

 

 

伊達課長 

 

 

教育長 

伊達課長 

 

教育長 

堀課長 

ないという理由で子ども達が諦めることがないようにしてほしい。 

・将来の持続的な活動展開を考えると、保護者会もいいがそれだけで

いいのかと思っている。しっかりとした団体や企業と一緒にやって

いく必要がある。人も入れる、お金も入れる形が理想的と思ってい

る。 

・今は先行してバドミントン部の話だが、例えば、次はソフトボール

部の話になってくるのか。 

・地域展開において必要なものの洗い出しをするために、モデル的に

バドミントン部を先行して取り組んでいる。取り組みながら見えて

くる問題点について、拾って協議していきたいと考えていた。関係

者で相談しながら取り組む。 

≪来年度のスポーツ大会（４競技）について≫ 

・屋外で開催する４競技（ソフトテニス、軟式野球、ソフトボール、

テニス）のスポーツ大会について、スポーツ協会と協議の上、来年

度から予備日を廃止することにした。雨天の場合は、中止とする。 

≪来年の成人式について≫ 

・来年の成人式について説明を。 

・令和８年１月 11 日（日）10 時から成人式を行う。今回の講演は今

までと志向を変えて、本町に縁のある俳優、桝形浩人氏の舞台公演

「父と暮らせば」という二人芝居を行う予定である。80 年前を背景

とした舞台で、最初に成人者による朗読を予定している。舞台もセ

ットして行うので、楽しみにしてほしい。 

≪12 月定例教育委員会の開催時間について≫ 

・令和 7 年 12 月 25 日（木）の 12 月定例教育委員会について、開催

時間を 10 時からではなく、16 時に変更する。 

≪インフルエンザ発症状況について≫ 

・各学校のインフルエンザ発症状況の状況は。 

・各学校でインフルエンザが発生しているが、集団感染で学級閉鎖（学

年閉鎖）は、先週の段階で砥部小学校における２件である。 

・保育所・幼稚園等のインフルエンザ発症状況の状況は。 

・各園等インフルエンザが発生しているが、先週の段階では大きな拡

大にはなっていない。 

 

 

 


